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研究成果の概要（和文）：本研究は、シベリア先住民言語であるコリヤーク語およびアリュートル語(チュク
チ・カムチャッカ語族)、イテリメン語、ユカギール語の諸方言につき、(1)方言差の観点から見た既存資料の整
理、(2)公刊されていない方言資料の実態把握、(3)テキスト資料から抽出した語彙資料をもとに方言語彙データ
ベースを構築した。これにより、各言語の方言語彙資料の実態を明らかにし、それらをもとに各方言の特徴と語
彙レベルでの方言差を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted on the dialects of the Siberian indigenous 
languages Koryak, Alutor (Chukchi-Kamchatkan langugage family), Itelimen, and Yukagir, by (1) 
analyzing the existing data in terms of dialectal variations, (2) investigating unpublished 
dialectal materials and (3) constructing a dialectal lexical database based on the lexical data 
extracted from the textual materials . As a result, we clarified the actual situation of dialectal 
lexical materials for each language, and also clarified the characteristics of each dialect and the 
dialectal differences at the lexical level.

研究分野： 言語学

キーワード： 言語学　古アジア諸語　シベリア　危機言語　文法　方言　語彙

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で調査対象とするシベリア先住民言語は、主要ないくつかの言語・方言については比較的記述研究が進ん
でいるものの、それ以外の方言については包括的な記述がほとんど行われておらず、方言差の実態が不明であ
る。調査・研究の進んでいない方言についての基礎資料を収集すること自体に大きな学術的意義がある。また、
シベリア地域における諸言語の系統関係や類型論の研究は、既刊資料にのみ基づいて行われているのが現状であ
り、本研究により明らかにした希少方言の資料により、より精緻な研究を進めることが可能になったと言う点で
も学術的な意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 シベリア先住民言語はそれぞれの言語内での方言差が大きく、相互に理解不能であるこ

とが多いにもかかわらず、資料の蓄積がないことから、詳細な方言研究はあまり進んでいな

い。たとえば、コリヤーク語とアリュートル語にはあわせて 9 つの方言があると見られてい

るが、語彙に関する資料の蓄積が比較的多いのはそのうちの 2 方言にすぎない。そこで、こ

の地域における言語の方言研究を精緻化するためには、資料の蓄積が少ない方言の語彙資

料を集積し、各方言の実態を明らかにすることが不可欠である。 

 チュクチ・カムチャッカ語族については、コリヤーク語、アリュートル語、チュクチ語、イテ

リメン語の語彙を比較し、祖語の構築を試みた研究がいくつかあるが、方言資料については補足

的に情報が添えられているにすぎない。とくに、コリヤーク語カーメンスコエ方言についてはま

ったく記載がないが、この方言はチュクチ語からの影響を強く受けていると考えられ、この地域

の言語の連続性を研究するために重要である。また、既存の比較語彙辞典は見出し語として語幹

を採用している上に、英訳しか付されておらず、現地コミュニティメンバーによる利用がきわ

めて困難である。したがって、先行研究に不足している資料を補完し、研究の進んでいない方

言の語彙データベースを構築し、方言資料を共有することは、シベリア先住民言語の方言研究

を精緻化のためにも、また、その言語が話されている地域コミュニティでの言語保存運動にと

っても急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、シベリア先住民言語であるコリヤーク語およびアリュートル語(チュクチ・カ

ムチャッカ語族)、イテリメン語、ユカギール語の諸方言につき、(1)方言差の観点から見た

既存資料の集積と整理、(2)言語研究に利用されていない資料の実態把握、(3)テキスト資料

に基づく語彙資料の抽出をおこない、語彙資料を集積して比較語彙データベースを構築し、

それらをもとに各方言の特徴と語彙レベルでの方言差を明らかにすることをめざした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究ではシベリア先住民言語であるコリヤーク語・アリュートル語の諸方言を対象に、

既刊・未刊の資料から語彙データを抽出し、語彙レベルでの方言差の実態を明らかにした。

国際情勢の影響によりロシアでの現地調査を実施することができなかったが、代替手段と

してオンラインによる調査や中央アジアでの研究協力体制を構築し、おおむね当初の計画

どおりに研究を遂行することができた。代表者である永山はアリュートル語カラガ方言、コ

リヤーク語カーメンスコエ方言、アリュートル語パラナ方言の分析を行い、データのとりま

とめとデータベースの整備を行った。これと並行して長崎はセリクープ語とユカギール語

の、小野はイテリメン語の調査・分析とそれに基づく文法研究を行った。ロシアでの現地調

査を実施することができなかったため、ロシアのアーカイブに収蔵されている、ソ連時代に

収集された未整理の言語資料については、現地博物館学芸員らと共同で実態調査を行った。 
 
４．研究成果 

研究目的を達成するために、状況に応じて現地調査方法を変更し、計画どおりにシベリア先

住民言語の方言資料を整理・分析し、それらの資料にもとづき文法研究を進めた。また、資

料調査においては新たにロシアの博物館学芸員らと協力体制を構築し、今後も共同研究を



継続していくことで合意した。また、海外で国際研究集会を開催するための国際共同体制を

構築し、日本・ロシア・カザフスタンの研究者らによる国際協力ネットワークを形成するこ

とができた。 

 

年度ごとの主な研究内容と研究成果は以下のとおりである。 

(1) 2020 年度 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、当初予定していた海外フィールド調査を実施す

ることができなかったため、母語話者やコミュニティメンバーと連絡をとりつつ、オンライ

ンで作業を進められる体制づくりを行った。具体的には、コンピューターによる作業が可能

な母語話者ならびにコミュニティメンバーに依頼し、新たな資料の収集ならびに過去に収

集した資料のテキスト化を行った。また、電子化の終了した資料の整理・分析を進めた。ア

リュートル語およびコリヤーク語については 1950 年代から 60 年代にソ連の研究者が収集

した方言資料の手書きノートならびにタイプ原稿の電子化を行ったほか、母語話者のイ ン

タビューおよび話者自身による手記をまとめ、ロシア語訳および和訳をつけて出版した。イ

テリメン語については過去に録音した会話・モノローグの書き起こしおよび形態素分析を

行った。また，ロシアで出版されたイテリメン語南部方言のテキストにアノテーション付与

を行い、北部方言と南部方言の差異およびそれぞれにおける借用語等について検討した。さ

らに、資料を分析して得られた成果を論文として公開した。  

 

(2) 2021 年度 

2021 年度は、前年度と同様に母語話者やコミュニティメンバーと連絡をとりつつ、オンラ

インで作業を進めた。また、コミュニティメンバーの中からコンピューターによる作業が可

能な新たな研究協力者を得て、アリュートル語の語彙カード、手書きのテキスト資料、過去

に収集された音声資料の文字化等の作業を進め、語彙データベースの資料を拡充した。イテ

リメン語については前年度に引き続き、イテリメン語の会話・モノローグの書き起こしおよ

び形態素分析を行い、北部方言と南部方言 の語彙的差異および借用語等について検討した。

またイテリメン語北部方言の民話の英語訳を行い、公開準備を進めた。このほか主に国内で

できる資料分析に取り組み、資料を分析して得られた研究成果を国内外の学会での発表や、

学術雑誌の論文として公開した。 

 

(3) 2022 年度 

2022 年度は国際情勢の影響により、予定していた時期に海外フィールド調査を実施するこ

とができなかったため、新たな調査方法を検討し、調査地を変更して改めて研究協力者と日

程調整し、海外フィールド調査を実施した。海外フィールド調査ではアリュートル語および

コリヤーク語緒方言の未整理の音声資料について、母語話者の協力のもとにテキスト化し

た。電子化およびテキストデータベース化が終了している資料からの語彙データ抽出を進

めた。また、整理・分析の終了したアリュートル語・コリヤーク語・ユカギール語のテキス

ト資料を出版した。さらに本研究課題で整理・分析を進めてきたアリュートル語、ユカギー

ル語、イテリメン語のテキスト資料をもとに文法研究を進め、研究成果を国内外の学会で発

表した。 

 

(4) 2023 年度 



最終年度である 2023 年度は、前年度までに整えた研究体制により海外現地調査を実施し、

アリュートル語カラガ方言およびレスナヤ方言、コリヤーク語ミキ ノ方言の未整理の音声

資料について、引き続き母語話者の協力のもとに整理・分析をすすめ、アノテーションを付

した。テキスト資料から新たな語彙データを抽 出し、方言比較データベースを拡充した。

また、整理・分析の終了したアリュートル語・コリヤーク語諸方言の音声 CD つきテキスト

資料をロシア語対訳つきで出版した。資料の少ないシベリア先住民言語の方言資料をアノ

テーションおよび音声つきで公開することで、シベリア地域での言語研究の発展に貢献す

ることができた。また、カザフスタン共和国ナザルバエフ大学のシベリア言語研究者らの協

力を得て、2023 年 8 月 12-13 日に同大学において国際シンポジウム 5th International 

Symposium on Northern Languages and Cultures: Linguistic and Cultural Heritage of 

Northern and Central Asia: Documentation and Description を開催し、カザフスタン・ロ

シア・日本の研究者および学生らとともにシベリア少数言語の方言研究に関する情報共有

ならびに意見交換を行なった (https://siblang-jp.net/events/isnlc-5/)。これにより、シベリ

ア先住民言語研究のための国際協力体制がさらに強化された。2024 年 3 月 1 日には釧路公

立大学において「シベリア先住民諸語の方言に関する基礎的研究」2023 年度研究会

(https://siblang-jp.net/ja/2024/02/26/2023-kakenhi/)を開催し、本研究課題の総括と、本研

究課題をさらに発展させた次の研究に向けて、今後の課題や問題点を明らかにした。  
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2024年
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2023年

2023年
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コリマ・ユカギール語の「迂言的過去」

19 世紀末以降のコリマ・ユカギール語における文法変化: supine の使用頻度から _
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